



LINKING THE LITERARY ART OF 
BUDDHIST PREACHING AND ART HISTORY 
The Case of the Agui School and Fugen-Jurasetsunyo Imagery 
Michael J AMENTZ * 
The founder of the Agui school of Buddhist preaching, Choken Hoin. 1126-
1203, is known for both his eloquence as well as his intimate relationship 
with the imperial family. In recent years. the hyσbyaku texts of his 
preaching have become the focus of scholars specializing in various fields of 
Japanese literature. While attention as been focused on this literary 
production and its performance in Buddhist ceremonials. litle interest has 
been shown in the pictorial production that seems to have accompanied it. 
An examination of the records of the preaching of the Agui school reveals 
that from late Insei times to the end of the Kamakura era. the image of 
the bodhisattva Samantabhadra (Jpus叫 Fugenbosatsu). often in combination 
with that of the ten female demons. known as rasetsunyo in Japanese. was 
employed at funerary services for members of the imperial family. The use 






services at which Agui priests preached. On several of these occasions. the 
image was painted on the deceased’s clothing, and sometimes. by members 
of the court. 
Knowledge of this image and its usage helps us in understanding at least 
two shakkyσka that have heretofore been considered somewhat inexplicable. 
Each verse, one by Saigyo and the other by Shunzei. anomalously combines 
language from disparate chapters of the Lotus Sutra. The chapters are 
precisely those in which Fugen and the rasetsunyo appear. Thus it may be 
surmised that these verses reflect the imagery that later came to be 






























































































































料集を成立させた要素は、 1. 親孝行の「孝と追善」、 2. 「現世利益」、 3.
「勧進」とされています。
安東大陸、「「言泉集Jを成立させる要素一「孝と追善」・「現世利益」・「勧進」」、「別府大












































































































































































































































































































に」に相当しますが、そのうちの、たとえば、 822「のちの世を とへと契りし 事の葉や
忘らるまじき 形見なるべきjには、はっきりとその親しさを読みとることができます。
結論
色々な文献、特に唱導のジャンルを調べてみますと、安居院僧達は代々普賢
菩薩十羅利女像と、深くかかわっていることがわかります。安居院の絵画づく
りと、普賢十羅利女像という仏画制作の具体的な関係については、まだ不明な
点が多いとしても、先に数回述べたパターンが、ほのかに見えるようになって
きました。
最後に今まで申し上げました事柄を整理してみますと、
1.安居院と皇室の追善供養のかかわりは澄憲の時代から鎌倉末期まで続い
たこと。
2.その供養に普賢、又は、普賢十羅利女像がしきりに登場したこと。あた
かも安居院専用のイメージとして。
3.その法会は、よく一品経だったこと。とくに女房一品経供養であったこ
。? 」
4.女院は、主催側の施主か供養をうけた故人だったケースが多いこと。
5.女院かその女房は、積極的に参加し、ときには、自分でもその仏画を描
いたこと口
6.故人のころもに普賢か普賢十羅利女のイメージを描いたこと。
7.普賢のイメージは、しばしば料紙、英語でいうペーパー・マシェでつく
られたこと。
などがわかります。
このようなパターンを把握しますと、『聞書集Jや『長秋詠藻Jのような文
学作品の背景がもっと深く理解できるとおもいます。
なお、今日は、時間の都合から省略させて頂いたところが多くあります。そ
うしたところもふくめまして、全体の論旨は会議録に掲載させて頂くことにな
? ?? ?
っていますので、そちらをご覧頂ければ幸いです。
最後に、以上は、 一人の学究の徒として研究する中で、国文学という分野だ
けでは十分に解決できない様々な疑問の渦の中で私なりに見いだしたったない
試みです。美術史という、もうひとつの分野への学問的な連絡の糸口になれば
と願いつつ終わらせて頂きたいとおもいます。ご静聴ありがとうございました。
討議要旨
ミュンヘン大学のニールス・ギュルベルグ氏から「木石にあらず」という点
についての質問があった。筑波大学の名波弘彰氏からは、法華経女人信仰とい
った観点からの意見が述べられた。
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